
木更津工業高等専門学校 機械・電子システム工学専攻 開講年度 平成31年度 (2019年度)
学科到達目標
機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と，両方の専門分野を融合した柔軟性のある能力を身につけ，先端技術に対応した研究開発
ができること．
【実務経験のある教員による授業科目一覧】

学科 開講年次
共通・学

科
専門・一

般
科目名 単位数 実務経験のある教員名

機械・電子システム工学専攻 専2年 学科 専門 可視化情報工学 2 石出忠輝
機械・電子システム工学専攻 専1年 学科 専門 生産工学 2 千葉明
機械・電子システム工学専攻 専2年 学科 専門 電磁波工学（隔年開講） 2 上原正啓
機械・電子システム工学専攻 専1年 学科 専門 電気機械エネルギー変換工学（隔年開講） 2 大澤寛
機械・電子システム工学専攻 専2年 共通 専門 ヒューマンインターフェース 2 栗本育三郎
機械・電子システム工学専攻 専2年 共通 専門 技術論 2 栗本育三郎
機械・電子システム工学専攻 専1年 共通 専門 コンピュータ科学 2 和崎浩幸
機械・電子システム工学専攻 専1年 共通 専門 問題解決技法 1 栗本育三郎
機械・電子システム工学専攻 専1年 共通 専門 環境工学通論 2 上村繁樹

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 英語総合 G0101 学修単

位 2 2 瀨川 直
美

一
般

必
修 人間と文化 G0201 学修単

位 2 2 田嶋 彩
香

一
般

選
択 ドイツ語演習I G2601 学修単

位 1 1 柴田 育
子

一
般

選
択 ドイツ語演習II G2701 学修単

位 1 1 柴田 育
子

専
門

選
択 エネルギ工学 A0401 学修単

位 2 2 Ｒ５開
講

専
門

選
択 電磁波工学 A0601 学修単

位 2 2 上原 正
啓

Ｒ５開
講

専
門

選
択 生産工学 A0701 学修単

位 2 2 松井 翔
太

Ｒ５開
講

専
門

選
択

オプトメカトロニクス工
学 A0801 学修単

位 2 2 小田 功 Ｒ６開
講

専
門

選
択 トライボロジー A1201 学修単

位 2 2 板垣 貴
喜

Ｒ５開
講

専
門

選
択 システム制御工学 A1401 学修単

位 2 2 内田 洋
彰

Ｒ６開
講

専
門

選
択 半導体物性 A1601 学修単

位 2 2 岡本 保 Ｒ６開
講



専
門

必
修 特別研究I A1801 学修単

位 6 3 3

内田 洋
彰,小
田 功
,板垣
貴喜
,伊藤
裕一
,高橋
美喜男
,歸山
智治
,青葉
知弥
,松井
翔太
,石出
忠輝
,岡本
保,飯
田 聡子
,栗本
祐司
,浅野
洋介
,大野
貴信
,谷井
宏成
,若葉
陽一
,水越
彰仁
,SAMA
RATH
UNGA
WASA
NTHA,
上原 正
啓

専
門

必
修 特別実験 A2001 学修単

位 2 2

浅野 洋
介,大
野 貴信
,岡本
保,板
垣 貴喜
,小田
功,歸
山 智治
,高橋
美喜男
,青葉
知弥
,栗本
祐司

専
門

必
修 特別演習I A2101 学修単

位 2 1 1

若葉 陽
一,石
出 忠輝
,板垣
貴喜
,高橋
美喜男

専
門

選
択 可視化情報工学 A2301 学修単

位 2 2 石出 忠
輝

Ｒ６開
講

専
門

選
択

電気機械エネルギー変換
工学 A2501 学修単

位 2 2 水越 彰
仁

Ｒ６開
講

専
門

選
択 高周波回路工学 A2601 学修単

位 2 2 大野 貴
信

Ｒ５開
講

専
門

必
修 技術英語I K0101 学修単

位 2 2 福士 智
哉

専
門

必
修
選
択

環境工学通論 K0201 学修単
位 2 2 上村 繁

樹

専
門

必
修
選
択

応用数学特論 K0301 学修単
位 2 2 関口 昌

由

専
門

必
修
選
択

応用物理特論 K0401 学修単
位 2 2 高谷 博

史

専
門

必
修
選
択

応用化学特論 K0501 学修単
位 2 2 栁下 聡

介

専
門

必
修
選
択

回路工学 K0801 学修単
位 2 2 浅野 洋

介



専
門

必
修 材料力学通論 K1801 学修単

位 2 2 奥山 彫
夢

専
門

必
修 コンピュータ科学 K1901 学修単

位 2 2
丸山 真
佐夫
,和﨑
浩幸

専
門

必
修
選
択

材料学通論 K2201 学修単
位 2 2 青葉 知

弥

専
門

必
修 問題解決技法 K2301 学修単

位 1 1

若葉 陽
一,大
枝 真一
,伊藤
裕一
,泉 源
,関口
明生
,上村
繁樹
,能城
沙織
,青葉
知弥
,SAMA
RATH
UNGA
WASA
NTHA,
三橋 修

専
門

選
択 インターンシップ K2501 学修単

位 2 2 奥山 彫
夢



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 英語総合
科目基礎情報
科目番号 G0101 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 ・染谷 正一、Fred Ferrasci『Science for Inquiring Minds ビデオで学ぶ暮らしの科学』 成美堂、2004年（初版）、
2090円

担当教員 瀨川 直美
到達目標
・実用英検準2級以上合格またはTOEIC400点以上の英語力があることを前提に、TOEIC500点以上を獲得可能となる総合的な英語力を身につけ
る。
・語彙集を学習することで、基礎的な語彙の定着を図り、運用につなげていく。
・聞いたり読んだりすることで理解する（受動的な）学習に加え、音読や書写といった能動的な繰り返し学習を通して、使える英語を身につけ
る。
・ペアやグループにおける英語でおこなうコミュニケーション活動に参加して、積極的に英語を使うようにする。
・英語でプレゼンテーションすることを通し、自分の意見や考えをわかりやすく人に伝える技術を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目１ 語彙
本科で学習した語彙が定着してお
り、英文を読む、書く、聞く、発
話をする際に活用できる。

本科で学習した語彙が定着してお
り、英文を読む、書く、聞く、発
話をする際にほぼ活用できる。

本科で学習した語彙が定着してお
り、英文を読む、書く、聞く、発
話をする際に活用できない。

評価項目２　リスニング
いろいろな発音で読まれる英語を
聞いて、その内容を正確に理解し
て聞き取ることができる。

いろいろな発音で読まれる英語を
聞いて、その内容をほぼ正確に理
解して聞き取ることができる。

いろいろな発音で読まれる英語を
聞いて、その内容を正確に理解し
て聞き取ることができない。

評価項目３　アウトプット

単語の発音やアクセントなどを正
確に理解し、アウトプットするこ
とができる。日常生活や身近な話
題に関して、自分の意見や感想を
基本的な表現を用いて発話するこ
とができる。

単語の発音やアクセントなどをほ
ぼ正確に理解し、アウトプットす
ることができる。日常生活や身近
な話題に関して、自分の意見や感
想を基本的な表現を用いてほぼ発
話することができる。

単語の発音やアクセントなどを正
確に理解することができず、アウ
トプットすることができない。日
常生活や身近な話題に関して、自
分の意見や感想を基本的な表現を
用いて発話することができない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 C-3
JABEE C-3
教育方法等

概要

本授業では、メインテキストを使用して、英語の4技能（リスニング・リーディング・ライティング・スピーキング）の
向上を図る。本授業において、ペアやグループ学習を積極的に取り入れることで、インプットからアウトプットへつな
げていくことも目的とする。授業で使用するテキストは、日常生活の中で遭遇するいろいろなことを科学的に分析した
映像番組から14のトピックスが抜粋されたビデオ教材として利用できるように作成されている。本テキストで学習を進
め、最終的には、英文スクリプトなどの助けを借りずに映像や英語の内容を理解できるような能力が身につけられるこ
とを目指す。

授業の進め方・方法
・授業は、テキストを中心に進めていくが、アウトプットへつながる練習として、ペアやグループ活動を積極的に取り
入れていく予定である。それらの活動には、積極的に参加することが非常に重要である。
・語彙力強化のため、語彙学習の資料などを配布したり提示する。それらの資料で学習した内容を確認するため、定期
的に小テストを実施する予定である。日程などの詳細については、授業で説明する。

注意点 評価については、リスニングを含む定期試験を70％、授業中に定期的に実施する小テストを10％、課題を10％、ペアや
グループ学習の活動発表を10％の割合として総合的に評価する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ・講義についてのガイダンス
・基礎英語力診断テスト

・講義における学習方法や自主学習の方法ついて理解
する。
・自分の現在の基礎英語力を知る。
・語彙力向上のための自主学習方法について確認する
。

2週 ・Unit 1：Why is Gold so Valuable?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

3週 ・Unit 2：Why does Breathing Helium Make Your
Voice Sound so High?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

4週 ・Unit 3：How do People  Survive Lightning
Strikes?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。



5週 ・Unit 4：Why do Golf Balls Have Dimples?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

6週 ・Unit 5：What Cuases Allergies?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

7週 ・Unit 6：How does the Dry-Cleaning Process
Work?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

8週 ・Unit 7：Why are Hurricanes Sewasonal?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

2ndQ

9週 ・Unit 8：Why does Food Rot?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。
・

10週 ・Unit 9：Why do Clocks Go Clockwise?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

11週 ・Unit 10：Why is the Ocean so Salty?

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。

12週 ・Unit 11：Why don't Skyscrapers Fall Over?
・グループ学習活動の発表 (1)

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。
・グループで学習の成果を発表する。

13週
・Unit 12：Why does Fluoride Prevent Tooth
Decay?
・グループ学習の活動発表 (2)

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。
・グループで学習の成果を発表する。

14週
・Unit 13：Why do Some Rock Concerts Sound so
Bad?
・グループ学習活動の発表 (3)

・本Unit内容の理解を深めるための質問に解答しなが
ら、語彙の発音練習や英文スクリプトを音読すること
で、発話力にもつなげていく。
・ディクテーション活動でリスニング力の向上を目指
すとともに、英作文にも挑戦してライティング力を養
う。
・グループで学習の成果を発表する。

15週 定期試験 これまで学習した内容の理解度を確認する。

16週 試験結果の返却と解説、総まとめ

・試験結果から、不足していた知識などを確認して、
今後の英語学習につなげる。
・ペア・グループ学習について振り返り、学習成果を
確認する。
・自主学習の振り返りをおこなう。

評価割合
試験 小テスト グループ・ペア活動に

よる成果発表 合計

総合評価割合 80 10 10 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 100



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 人間と文化
科目基礎情報
科目番号 G0201 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし（必要に応じて、随時プリントを配布する。）
担当教員 田嶋 彩香
到達目標
1.基本的な文学理論を習得し、文学作品を多角的に捉える力を身に付ける。
2.資料を活用しながら、文学作品の奥深さを追究し、そこから見える人々の生活や文化を、自らの力で発見することができる。
3.調査・発表を通じて人々の生活や文化を多角的に捉え直し、自らの考えを深めてわかりやすく伝えることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
課題テーマに基づき、人々の生活
や文化を多角的に捉え直し、独自
の観点で調査することができる。

課題テーマに基づき、人々の生活
や文化を捉え直し、調査すること
ができる。

課題テーマに基づき、人々の生活
や文化を捉え直し、調査すること
ができない。

評価項目2
調査や発表の内容を精緻にまとめ
、他者に強く訴える文章を書くこ
とができる。

調査や発表の内容を的確にまとめ
、わかりやすく書くことができる
。

調査や発表の内容を的確にまとめ
、わかりやすく書くことができな
い。

評価項目3
異分野の人と協力しながら、問題
解決に向けた発表を行い、実践的
な活動につなげることができる。

異分野の人と協力しながら、問題
解決に向けた発表を行うことがで
きる。

異分野の人と協力しながら、問題
解決に向けた発表を行うことがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 A-1 専攻科課程 C-1 専攻科課程 D-3
JABEE A-1 JABEE C-1 JABEE D-3
教育方法等

概要
本授業では、あえて学生の皆さんにはあまり馴染みがない（かもしれない）日本の近代文学作品を扱い、文学理論や文
献調査の基礎的な方法を、作業や調査、グループディスカッションを通じて習得することを目指す。明治・大正・昭和
初期の古い作品ばかり扱うが、読むための姿勢や分析するためのスキルを身に着けていくので、安心して学び楽しんで
ほしい。

授業の進め方・方法

①基本は、スライドを使って授業を行う。
②授業のなかで課題を提示し、調査を踏まえ小レポートを書いてもらう。
③小レポートをもとにグループごとに議論と調査を深めていく。
④議論と調査に基づいて発表を行い、レポートにまとめる。試験は実施せず、発表については相互評価を行う予定。
⑤扱う小説は多岐にわたるため「授業計画」に示していないが、参考として青空文庫（インターネット上の無料電子図
書館）で読める作品を載せておく。授業内で全作品の全文を共に読むことはできないので、余裕のある人は事前にふれ
ておくことをおすすめする。作品の並びは、授業で扱う順番を意識したがあまり気にしなくてもよい。
■徳田秋声『縮図』／夢野久作『瓶詰地獄』／田山花袋『少女病』『蒲団』／田村俊子『女作家』／宮沢賢治『革トラ
ンク』『春と修羅』中でも「小岩井農場」

注意点

①専攻分野に固執することなく、社会的な観点から様々なものの見方や考え方に興味・関心を持つことが大切である。
②調査・発表では、伝え方を工夫し、独自の視点から新しい発見と具体的な提案を目指してほしい。
③授業90分に対して180分以上の時間をかけてグループで調査や討議を重ね、プレゼン等の準備を行うこと。
④授業内容や方法は、新型コロナウィルス感染の拡大など社会情勢の変化によって変更する可能性もあるが、その都度
お知らせをする。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 ガイダンス
〈テクストを読む〉とは

授業の進め方、レポートの取り組み方等を把握・理解
する。
文学研究として〈テクストを読む〉とはどういうこと
か理解する。

2週 小説①
グループによる議論①

テクストを〈読む〉過程で形成される解釈を体験する
。
ディスカッションの方法を学ぶ。

3週 小説①
グループによる議論②

テクストの〈余白〉とは、タイトルは何を意味するか
考える。
ディスカッションの方法を学ぶ。

4週 小説② 文学理論の基礎〈事実と虚構〉を理解する。
私小説とは。

5週 小説② 文学理論の基礎〈歴史のコンテクスト〉を理解する。
メディアと文学の関りとは。

6週 小説③
文学理論の基礎〈語り手〉〈作者〉〈語り〉を理解す
る。
どのように語られているか、作品・作者の位置づけと
は。

7週 小説③
文学理論の基礎〈語り手〉〈作者〉〈語り〉を理解す
る。
どのように語られているか、作品・作者の位置づけと
は。

8週 小説④ 文学理論の基礎〈活字〉〈挿絵〉を理解する。
本文以外から読み取れるものとは。

4thQ 9週 小説④ 文学理論の基礎〈活字〉〈挿絵〉を理解する。
本文以外から読み取れるものとは。



10週 文献調査の方法
グループによる調査と議論

文献調査の方法を学ぶ。
与えられた課題に沿って、情報を整理し、ディスカッ
ションの方法を学ぶ。

11週 グループ発表 グループによる発表と討論を行い、相互評価を通じて
各テーマの基本情報を理解する。

12週 グループ発表 グループによる発表と討論を行い、相互評価を通じて
各テーマの基本情報を理解する。

13週 グループ発表 グループによる発表と討論を行い、相互評価を通じて
各テーマの基本情報を理解する。

14週 グループ発表 グループによる発表と討論を行い、相互評価を通じて
各テーマの基本情報を理解する。

15週 発表の総括 各グループの発表内容を振り返り、包括的な問題点を
把握する。

16週
評価割合

レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 60 20 20 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 ドイツ語演習I
科目基礎情報
科目番号 G2601 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 Wortschatz Deutsch praxisnah(ASAHI Verlag, 2024)、独和辞典
担当教員 柴田 育子
到達目標
ドイツ語の読解力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの読解力の習得）
ドイツ語の聞き取りの力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの聞き取り力の習得）
ドイツ語の筆記力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの筆記力の習得）会話力の向上
ドイツ語会話力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの会話力の習得）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 あと一歩(可) もっと努力(不可)

評価項目1
ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得している。
（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項をほぼ習得している
。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項を概ね習得している
。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得していない。
（独検2級レベル）

評価項目2
ドイツ語発音の規則にした
がい、イントネーションに
配慮してよどみなくドイツ
語を読むことができる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
イントネーションに配慮し
てドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
内容理解を妨げないレベル
でドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則からの
逸脱が著しく、発している
ドイツ語を聞き手が理解で
きない。

評価項目3
ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現がで
きる。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現がほ
ぼできる。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現が概
ねできる。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現がほ
とんどできない。

評価項目4
ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語を習得し
ている。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語をほぼ習
得している。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語を概ね習
得している。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語をほとん
ど習得していない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 C-3
JABEE C-3
教育方法等

概要

語彙の習得に重点を置きながら、ドイツ語の読解力、聴解力、筆記力、会話力の向上を目指す。ドイツ語検定2級・欧州
言語共通参照枠B1合格が可能となる総合的なドイツ語を身につける。本授業では、語彙の習得の上に、Kreatives
Schreiben（クリエイティブライティング）、つまり、ドイツ語を「書く力」を向上させることを目指す。授業で取り扱
うテーマに関して、毎回20～30語程度の文章を書き、筆記力の向上につとめる。本授業の最後には、受講者が自ら決め
たテーマに沿ってドイツ語作文を提出する。

授業の進め方・方法
演習形式で授業を進める。授業内で提示された課題を、1)個人、2)ペア、3)グループで解いていく。
ドイツ語の聴解力を高めるため、Deutsche Welleのtelenovla（1回5分程度）を適時視聴する。
学習到達度を確認するため授業毎に小テストを実施する（授業開始時に5分程度）。
学習到達度を確認するための中間試験・定期試験を実施する。

注意点
ドイツ語ⅡA・B／ⅢA・Bからの継続受講を基本とする。ドイツ語ⅡA・B／ⅢA・Bで習得した中級レベルのドイツ語の
文法事項、CEFR A2レベルの語彙力を習得していることが求められる。
独検3･2級、およびGER:A2･B1の学習内容のレベルに沿ったドイツ語を学習する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 授業ガイダンス
授業内容や進め方、評価方法について説明する。自己
紹介や他者紹介。これまで学んできた、ドイツ語やド
イツ語圏の文化や生活のどのようなことに特に興味を
抱いているのかを、第三者にドイツ語で説明する。

2週 Part I：
1．時・季節・数字

Tagesablauf, Wochenplan, Jahresplanに関する語彙
の習得。1日・1か月・1年のスケジュールについて表
現できるようになる（目標10文：100～120語）（表
現力の向上）

3週 2．天候・天体
天候・天体に関する語彙の習得。天候を表す表現につ
いて理解し、天気予報に関する練習問題（読解・リス
ニング）を解く。（ドイツ語表現力の向上）

4週 3．自己紹介（家族・職業）

家族や職業に関する語彙の復習と習得。家族について
の紹介、職業についての説明などの練習問題を解く。
ドイツ語における「職業の男性形・女性形、ジェンダ
ー表記」について考える。

5週 4．学校・文具
学校・文具に関する語彙の復習と習得。学校での会話
に関するさまざまな練習問題を解く（読解・リスニン
グ）。（ドイツ語表現力の向上）

6週 5．食事（レストランにて）
食べ物・飲み物・食器・注文と支払いについての語彙
の復習と習得。レストランでのさまざまな表現につい
て学び、練習問題を解く。（ドイツ語表現力の向上）

7週 6．買い物
買い物に関する語彙の復習と習得。買い物をする状況
における練習問題を解く（読解・リスニング）。（ド
イツ語表現力の向上）

8週 中間試験 これまでに学習した内容の到達度を確認する。



2ndQ

9週 7．衣服・住居・施設

衣服・住居・施設に関する語彙の復習と習得。衣服・
住居・施設に関する練習問題を解く。liegenと
stehenを使った表現についての練習問題を解く。（ド
イツ語文法力・表現力の向上）

10週 8．身体・体調

身体・体調に関する語彙の復習と習得。3格を用いた体
調表現について学ぶ。病院での会話についてシュミレ
ーションしてみる。（ドイツ語会話力・表現力の向上
）

11週 9．趣味・余暇
趣味・余暇に関する語彙の復習と習得。趣味や余暇の
過ごし方についての会話をシュミレーションしてみる
。（ドイツ語会話力・表現力の向上）

12週 10．旅行・交通

旅行・交通に関する語彙の復習と習得。旅行先のホテ
ルでの会話をシュミレーションしてみる。Meine
Traumreiseと題する文章を書いてみる（50語程度
）。（ドイツ語会話力・筆記力の向上）

13週 11．日用品

日用品に関する語彙の復習と習得。室内を描いた絵を
見て、日用品がどこにあるかを表現する（liegen,
hängen, stehenなどの動詞を用いる）。（ドイツ語表
現力の向上）

14週 12．動物・植物・自然
動物・植物・自然に関する語彙の習得。動物や植物に
関する名詞を50語習得する。動物にまつわる成句表現
についても学習する。（ドイツ語表現力の向上）

15週 13．抽象的な概念

「抽象的な概念」に関する語彙の復習と習得。形容詞
⇒名詞、名詞⇒形容詞の変換について学びながら語彙
を増やすトレーニング。「女性名詞の見分け方」につ
いても学習する。（ドイツ語表現力・文法力の向上）

16週 期末試験 これまでに学習した内容の到達度を確認する。
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 ドイツ語演習II
科目基礎情報
科目番号 G2701 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 Wortschatz Deutsch praxisnah(ASAHI Verlag, 2024)、独和辞典
担当教員 柴田 育子
到達目標
ドイツ語の読解力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの読解力の習得）
ドイツ語の聞き取りの力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの聞き取り力の習得）
ドイツ語の筆記力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの筆記力の習得）会話力の向上
ドイツ語会話力の向上（独検2級、およびCEFR A2･B1レベルの会話力の習得）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 あと一歩(可) もっと努力(不可)

評価項目1
ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得している。
（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項をほぼ習得している
。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項を概ね習得している
。（独検2級レベル）

ドイツ語の中級レベルの文
法事項を習得していない。
（独検2級レベル）

評価項目2
ドイツ語発音の規則にした
がい、イントネーションに
配慮してよどみなくドイツ
語を読むことができる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
イントネーションに配慮し
てドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則から多
少逸脱することもあるが、
内容理解を妨げないレベル
でドイツ語を読むことがで
きる。

ドイツ語発音の規則からの
逸脱が著しく、発している
ドイツ語を聞き手が理解で
きない。

評価項目3
ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現がで
きる。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現がほ
ぼできる。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現が概
ねできる。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの会話表現がほ
とんどできない。

評価項目4
ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語を習得し
ている。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語をほぼ習
得している。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語を概ね習
得している。

ドイツ語でGER:A2･B1（中
級）レベルの単語をほとん
ど習得していない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 C-3
JABEE C-3
教育方法等

概要

語彙の習得に重点を置きながら、ドイツ語の読解力、聴解力、筆記力、会話力の向上を目指す。ドイツ語検定2級・欧州
言語共通参照枠B1合格が可能となる総合的なドイツ語を身につける。本授業では、語彙の習得の上に、Kreatives
Schreiben（クリエイティブライティング）、つまり、ドイツ語を「書く力」を向上させることを目指す。授業で取り扱
うテーマに関して、毎回20～30語程度の文章を書き、筆記力の向上につとめる。本授業の最後には、受講者が自ら決め
たテーマに沿ってドイツ語作文を提出する。

授業の進め方・方法
演習形式で授業を進める。授業内で提示された課題を、1)個人、2)ペア、3)グループで解いていく。
ドイツ語の聴解力を高めるため、Deutsche Welleのtelenovla（1回5分程度）を適時視聴する。
学習到達度を確認するため授業毎に小テストを実施する（授業開始時に5分程度）。
学習到達度を確認するための中間試験・定期試験を実施する。

注意点
ドイツ語ⅡA・B／ⅢA・Bからの継続受講を基本とする。ドイツ語ⅡA・B／ⅢA・Bで習得した中級レベルのドイツ語の
文法事項、CEFR A2レベルの語彙力を習得していることが求められる。
独検3･2級、およびGER:A2･B1の学習内容のレベルに沿ったドイツ語を学習する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 授業ガイダンス
授業内容や進め方、評価方法について説明する。自己
紹介や他者紹介。これまで学んできた、ドイツ語やド
イツ語圏の文化や生活のどのようなことに特に興味を
抱いているのかを、第三者にドイツ語で説明する。

2週 Part Ⅱ：
14．規則動詞

ドイツ語の規則動詞とKonjugationについて復習し、
理解を深める。-ierenで終わる動詞の語彙を増やす。
（文法力・表現力の向上）

3週 15．不規則動詞
ドイツ語の不規則動詞の特性とKonjugationについて
復習し、理解を深める。（文法力・表現力の向上）

4週 16．分離動詞

分離動詞の用法について理解する。よく使われる分離
動詞について語彙を増やす（目標30語）。分離動詞に
ついて、練習問題を解きながら用法を確認する（目標
20題）。（文法力・表現力の向上）

5週 17．非分離動詞
分離動詞非分離動詞の前綴りについて学習する。よく
使われる動詞（非分離動詞）について確認し、語彙を
増やす（目標30語）。（文法力・表現力の向上）

6週 18．再帰動詞

再帰動詞の用法について理解する。再帰動詞と他動詞
の類似点・相違点について考える。再帰動詞や他動詞
について練習問題を解きながら理解する。（文法力・
筆記力の向上）

7週 19．前置詞
前置詞と格支配について理解する。前置詞の用法につ
いて練習問題を解きながら確認する（目標30題）。
（文法力・筆記力の向上）

8週 中間試験 これまでに学習した内容の到達度を確認する。



4thQ

9週 20．接続詞
並列接続詞・従属接続詞・副詞的接続詞について理解
する。特に語順に焦点を置き、文章を構成する（目標
10文）。（文法力・筆記力の向上）

10週 21．形容詞（1）色・形・程度など

形容詞の特性、用法について理解する。格変化を伴う
付加語的形容詞の用法についての理解。色・形・程度
に関する語彙の習得と文章構成。（文法力・筆記力の
向上）

11週 22．形容詞（2）特徴・性格・感情①
形容詞の述語適用法についての理解を深める。特徴・
性格・感情を表す形容詞の語彙の習得と文法構成。
（文法力・筆記力の向上）

12週 23．形容詞（3）特徴・性格・感情②
形容詞の付加語適用法・述語適用法の総合的な理解。
形容詞を含む文章の作成（目標10文）。（筆記力・表
現力の向上）

13週 24．副詞（1）時・場所・程度

副詞の特性、用法について理解する。副詞句を作る接
頭辞について理解する。時・場所・程度を表す副詞に
ついての語彙を増やし、実際に文章を作ってみる。
（文法力・筆記力の向上）

14週 25．副詞（2）（その他）
副詞句の語順と規則について理解する。副詞句を使っ
て文章を構成してみる。（文法力・筆記力の向上）

15週 26．副詞（3）（その他）
副詞や副詞句を理解し、文章を読む。副詞・副詞句を
使った文章の作成。（筆記力・表現力の向上）

16週 期末試験 これまでに学習した内容の到達度を確認する。
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 電磁波工学
科目基礎情報
科目番号 A0601 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリントを配布する．
担当教員 上原 正啓
到達目標
ベクトル場を利用して，マクスウェルの方程式から導かれる波動方程式について計算することができる．
電磁ポテンシャルを理解し，これを使って電磁界を計算することができる．
減衰する電磁波，アンテナから放射される電磁波を理解している．
地球上を伝搬する電磁波の性質を理解している．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 マクスウェルの方程式と波動方程
式に基づいた計算ができる．

マクスウェルの方程式と波動方程
式に基づいた計算を理解している
．

マクスウェルの方程式と波動方程
式に基づいた計算を理解していな
い．

評価項目2 電磁ポテンシャルを使った計算が
できる．

電磁ポテンシャルを使った計算を
理解している．

電磁ポテンシャルを使った計算を
理解していない．

評価項目3 減衰する電磁波，放射される電磁
波を計算できる．

減衰する電磁波，放射される電磁
波を理解している．

減衰する電磁波，放射される電磁
波を理解していない．

評価項目4 地球上を伝搬する電磁波を説明で
きる．

地球上を伝搬する電磁波を理解し
ている．

地球上を伝搬する電磁波を理解し
ていない．

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等

概要

この科目は，企業において電子回路設計と電磁界解析に従事していた教員が，その経験を生かし，電磁界および電磁波
について講義形式で授業を行うものである．
ベクトル場の計算とマクスウェルの方程式を理解することから始め，次に，マクスウェルの方程式から導出される波動
方程式を理解する．
マクスウェルの方程式から電磁ポテンシャルを導き，それを利用した電磁界の計算が出来るようにする．
減衰する電磁波，アンテナから放射される電磁波，地球上を伝搬する電磁波などを理解する．

授業の進め方・方法 プリントを用いて，板書により授業を進める．
毎回演習課題を与えるので，次回の授業の開始時に提出する．

注意点 ベクトル計算と微分方程式など関連する数学についてよく復習する．
毎回演習課題を与えるので，次回の授業の開始時に提出する．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業
Ｒ５開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ベクトル解析の復習(１)
内積，外積，三重積． ベクトルの内積，外積，三重積の計算ができる．

2週 ベクトル解析の復習(2)
勾配，発散，回転，ベクトル場の積分定理． ベクトル場の勾配，発散，回転の計算ができる．

3週 電磁界の基礎とマクスウェルの方程式(1) 電荷，電流，電界，磁界を理解し，ガウスの法則から
マクスウェルの方程式を導くことができる．

4週 電磁界の基礎とマクスウェルの方程式(2) ファラデーの法則，アンペールの法則からマクスウェ
ルの方程式を導くことができる．

5週 波動方程式と１次元の波動 マクスウェルの方程式から波動方程式を導き，１次元
の波動方程式の性質を理解する．

6週 ３次元の波動，平面波，球面波． 波動方程式の３次元解としての平面波と球面波を理解
する．

7週 電磁ポテンシャル(1)
電磁ポテンシャルと電界・磁界．

マクスウェルの方程式から電磁ポテンシャルを導ける
．

8週 中間試験

2ndQ

9週 電磁ポテンシャル(2)
電磁ポテンシャルの波動方程式の解 電磁ポテンシャルの波動方程式の解を理解する．

10週 導電性媒質中の電磁波 導電性媒質中の電磁波を理解する．
11週 アンテナから放射される電磁波 アンテナから放射される電磁波を理解する．

12週 伝送波 同軸線路，平行線路，導波管等により導波される電磁
波を理解する．

13週 ホイヘンスの原理とキルヒホッフの積分公式 ホイヘンスの原理を理解する．
14週 地球上を伝搬する電磁波 地球上を伝搬する電磁波を理解する．
15週 定期試験
16週 試験返却と解説

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 0 100



基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 オプトメカトロニクス工学
科目基礎情報
科目番号 A0801 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 配布資料
担当教員 小田 功
到達目標
１．レンズの性質や光の基本的な性質について説明できる
２．光波を複素数を用いて表し，干渉光を計算できる
３．光を道具として用いている工業製品について説明できる
４．文献やインターネットを利用して，最新情報を収集し，文書にまとめることができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 レンズを使用した工業製品や光の
自然現象を説明できる

レンズの性質や光の基本的な性質
を説明できる

レンズの性質や光の基本的な性質
を説明できない

評価項目2 干渉光を複素振幅を用いて計算で
きる 光波を複素振幅を用いて表せる 光波を複素振幅を用いて表せない

評価項目3 オプトメカトロニクス機器を調べ
，文書にまとめることができる

オプトメカトロニクス機器を調べ
ることができる

オプトメカトロニクス機器を調べ
ることができない

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等

概要
１．レンズの性質や光の基本的な性質について学習する
２．光波を複素数を用いて表し，干渉光を計算する
３．光を道具として使用している工業製品について学習する

授業の進め方・方法
１．授業は講義形式で行う．
２．授業中に資料を配布し，それに基づいて授業を進めていく．
３．この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習としてレポート，および課題を課す．
４．授業90分間に対して180分以上は予習，復習，レポート作成，課題実施の時間に充てること．

注意点 １．日常生活において光に関する物理現象を意識的に観察する習慣をつけておくこと
２．レポートおよび課題の期限内提出を厳守すること

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
Ｒ６開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 オプトメカトロニクスとは 代表的なオプトメカトロニクス機器を説明できる
2週 光科学の第一歩・光線の示すふるまい 代表的な光科学現象と最小作用の法則を説明できる．
3週 レンズ１ 凸レンズと凹レンズの結像作用を説明できる
4週 レンズ２ レンズの収差を説明できる
5週 光の周波数，波長，速度 光波の複素表示を説明できる
6週 偏光 偏光現象を説明できる
7週 液晶 代表的な液晶パネルの構造を説明できる
8週 光のエネルギ，強度，圧力 光のエネルギの代表的な現象を説明できる

4thQ

9週 反射と屈折 光の正反射と乱反射を説明できる
10週 回折 光の回折現象を説明できる
11週 光造形法 代表的な光造形法の原理を説明できる
12週 レーザ 代表的なレーザの発振原理を説明できる

13週 ペーパライクディスプレイ 代表的なペーパライクディスプレイの原理を説明でき
る

14週 エバネッセント光と近接場光 エバネッセント光と近接場光について説明できる
15週 光の応用技術 光の応用技術を説明できる
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ レポート 課題 その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 50 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 50 50 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 システム制御工学
科目基礎情報
科目番号 A1401 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 内田 洋彰
到達目標
１．時間応答、周波数応答、根軌跡法、状態空間法等を用いて制御系解析ができる。
２．時間応答、周波数応答、根軌跡法、状態空間法等を用いて制御系設計ができる。
３．ボード線図を用いた制御系解析および制御系設計ができる。
４．補償器の設計ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
時間応答、周波数応答、根軌跡法
、状態空間法等を用いて制御系解
析を活用できる。

時間応答、周波数応答、根軌跡法
、状態空間法等を用いて制御系解
析の説明ができる。

時間応答、周波数応答、根軌跡法
、状態空間法等を用いて制御系解
析の説明ができない。

評価項目2
時間応答、周波数応答、根軌跡法
、状態空間法等を用いて制御系設
計を活用できる。

時間応答、周波数応答、根軌跡法
、状態空間法等を用いて制御系設
計の説明ができる。

時間応答、周波数応答、根軌跡法
、状態空間法等を用いて制御系設
計の説明ができない。

評価項目3
ボード線図を用いた制御系解析お
よび補償器の設計の活用ができる
。

ボード線図を用いた制御系解析お
よび補償器の設計の説明ができる
。

ボード線図を用いた制御系解析お
よび補償器の設計の説明ができな
い。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等

概要
１．時間応答、周波数応答、根軌跡法、状態空間法等を用いて制御系解析手法について学習する
２．時間応答、周波数応答、根軌跡法、状態空間法等を用いて制御系設計手法について学習する
３．ボード線図を用いた制御系解析および設計手法について学習する
４．補償器の設計手法について学習する

授業の進め方・方法
１．授業は10週までは講義形式で行う
２．11週から14週までは補償器設計の演習を行う
３．授業中に配布した演習問題の演習も行う
４．授業90分間に対してレポートを含め，各自180分以上の予習復習をおこなう

注意点 １．演習問題をプリントで配布するので予習，復習に活用すること
２．レポートの期限内提出を厳守すること

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
Ｒ６開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 伝達関数、時間応答 伝達関数、時間応答が説明できる
2週 周波数応答、安定判別 周波数応答、安定判別が説明できる
3週 状態空間法（１） 状態空間法を用いて制御対象が説明できる
4週 状態空間法（２） 状態空間法における座標変換、安定性が説明できる

5週 状態空間法（３） 状態空間法の可制御性、可観測性、状態フィードバッ
ク，オブザーバが説明できる

6週 根軌跡法による補償器の設計 根軌跡法による補償器の設計ができる

7週 伝達関数、時間応答、周波数応答、安定判別法、状態
空間法の演習

伝達関数、時間応答、周波数応答、安定判別法、状態
空間法の問題が解ける

8週 前期中間試験 試験実施

2ndQ

9週 ボード線図による補償器の設計１ ボード線図による補償器の設計が説明できる
10週 ボード線図による補償器の設計２ ボード線図による補償器の設計が説明できる
11週 補償器設計の演習１ 補償器の設計ができる
12週 補償器設計の演習２ 補償器の設計ができる
13週 補償器設計の演習３ 補償器の設計ができる
14週 補償器設計の演習４ 補償器の設計ができる
15週 前期定期試験 補償器設計のレポートを提出
16週 補償器設計の解説 レポートの返却と解説

評価割合
試験(前期中間
) 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ
レポート(前期
末試験)

その他(レポー
ト) 合計

総合評価割合 45 0 0 0 0 45 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 45 0 0 0 0 45 10 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 半導体物性
科目基礎情報
科目番号 A1601 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 使用しない
担当教員 岡本 保
到達目標
逆格子が理解できる。Ｘ線回折法の原理が説明できる。機械的モデル（バネモデル）を用いて１次元格子の場合の運動方程式を解くことができ
る。アインシュタインの比熱理論、デバイの比熱理論を理解し、比熱と温度の関係を導くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1 逆格子ベクトルを計算できる。 逆格子ベクトルを説明できる。 逆格子ベクトルを説明できない。

評価項目2 ブラッグの回折条件を逆格子を用
いて説明できる。

ブラッグの回折条件を定性的に説
明できる。

ブラッグの回折条件を定性的に説
明できない。

評価項目3
アインシュタインの理論およびデ
バイの理論による格子比熱を説明
できる。

古典理論での格子比熱を説明でき
る。

古典理論での格子比熱を説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等
概要 半導体物性では、結晶と非晶質、逆格子、結晶構造因子、格子原子の熱振動、格子振動による比熱について学ぶ。
授業の進め方・方法 授業方法は講義を中心とし、演習も実施する。

注意点 電子工学、電子デバイス、電気電子材料で学んだ固体物理学を基礎として授業を行う。わからないことがあれば随時質
問に訪れること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
Ｒ６開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 結晶と非晶質、結晶格子１ 結晶と非晶質を説明できる。結晶格子を説明できる。
2週 結晶格子２、ミラー指数 結晶格子の分類、ミラー指数について説明できる。
3週 逆格子１ 逆格子の意味を理解する。
4週 逆格子２ 体心立方格子の逆格子ベクトルを計算できる。

5週 逆格子３、X線回折１ 面心立方格子の逆格子ベクトルを計算できる。X線回
折法を説明できる。

6週 Ｘ線回折２ 特性X線を説明できる。
7週 Ｘ線回折３ ブラッグの回折条件を逆格子を用いて説明できる。
8週 半導体に関する先端技術 半導体に関する先端技術について理解する。

2ndQ

9週 結晶構造の解析１ 結晶構造因子を説明できる。
10週 結晶構造の解析２ 様々な結晶構造の結晶構造因子を計算できる。

11週 格子原子の熱振動１ 1種の原子による1次元単純格子の熱振動を計算できる
。

12週 格子原子の熱振動２ 2種の原子による1次元単純格子の熱振動を計算できる
。

13週 格子原子の熱振動２ １種の原子で間隔の異なる1次元単純格子の熱振動を計
算できる。

14週 格子振動による比熱１ 古典理論での格子比熱を説明できる。アインシュタイ
ンの理論による格子比熱を説明できる。

15週 前期定期試験
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 特別研究I
科目基礎情報
科目番号 A1801 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習（クラス形式） 単位の種別と単位数 学修単位: 6
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 各指導教員が紹介する．例えば，関連分野の国内外学術論文や専門書など．

担当教員 内田 洋彰,小田 功,板垣 貴喜,伊藤 裕一,高橋 美喜男,歸山 智治,青葉 知弥,松井 翔太,石出 忠輝,岡本 保,飯田 聡子,栗本 祐
司,浅野 洋介,大野 貴信,谷井 宏成,若葉 陽一,水越 彰仁,SAMARATHUNGA WASANTHA,上原 正啓

到達目標
1.研究テーマに関連する専門知識を身につける．
2.自発的に問題を解決する能力を身につける．
3.研究成果について，発表・討論する能力を身につける．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 研究テーマに関連する専門知識を
広く身につける．

研究テーマに関連する専門知識を
身につける． 左記ができない．

評価項目2 研究テーマにおける問題の解決方
法を提案できる．

研究テーマにおける問題の解決が
できる． 左記ができない．

評価項目3 分かりやすく研究内容をまとめる
ことができる．

研究内容をまとめることができる
． 左記ができない．

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 C-2 専攻科課程 D-2
JABEE C-2 JABEE D-2
教育方法等

概要

特別研究中間発表会を年度末に実施する。
「設計工学・材料工学に関する研究」「計測，機械システムの制御，機構または官能評価に関する研究」「熱流体現象
の解明に関する研究」「材料学・材料加工学・生産工学に関する研究」「電気電子材料およびデバイスに関する研究」
「電気電子システムに関する研究」「高周波および高電圧デバイスに関する研究」などに関連した研究テーマを実施す
る。

授業の進め方・方法
研究は指導教員、補助教員の指導のもと、年間を通して主体的に進める。研究の成果を特別研究発表会にて発表し、デ
ザイン能力やコミュニケーション能力を高めるとともに、特別研究論文を作成して論理的記述力を高める。本科目は学
修単位科目であり、自学自習が必要である。

注意点 図書館などを利用し、文献を調べ、自主的に研究を進める姿勢が大切である。研究は正解のはっきり出ていない解析や
実験を行うことが多く、未解決の問題をいつも頭の片隅において、その解決策を練る努力が必要である。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究テーマの選定と研究計画 研究テーマの選定と研究計画を立てることができる。
2週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
3週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
4週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
5週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
6週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
7週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
8週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。

2ndQ

9週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
10週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
11週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
12週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
13週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
14週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
15週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
16週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。

後期

3rdQ

1週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
2週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
3週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
4週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
5週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
6週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
7週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
8週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。

4thQ
9週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
10週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。
11週 研究（進捗報告と担当教員との議論を含む） 主体的に研究を進めることができる。



12週 抄録作成 専門知識を身に着け、その知識を活用しながら論理的
な文書を作成することができる。

13週 発表資料作成 研究成果について、発表・討論するための資料を作成
できる。

14週 発表練習 研究成果について、発表・討論するための準備ができ
る。

15週 特別研究中間発表会 研究成果について、発表・討論することができる。

16週 研究の総括
年間を通して、専門科目の知識を活用し、主体的に問
題を解決する能力を身に着けたことを確認することが
できる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 抄録 合計

総合評価割合 0 60 0 0 0 40 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 60 0 0 0 40 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 特別実験
科目基礎情報
科目番号 A2001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習（オムニバス形式） 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 担当教員の作成した実験指導書
担当教員 浅野 洋介,大野 貴信,岡本 保,板垣 貴喜,小田 功,歸山 智治,高橋 美喜男,青葉 知弥,栗本 祐司
到達目標
１．実験結果をまとめて考察をし，レポート作成を通して新しい知見を習得することができる
２．実験結果を考察し，自ら工夫をすることで，実践的な技術を身につけることができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1 実験結果を詳細に考察できる 実験結果を考察できる 実験結果を考察できない
評価項目2 複数の新しい知見を習得できる 新しい知見を習得できる 新しい知見を習得できない

評価項目3 自ら工夫をし実践的な技術を身に
つけることができる

実践的な技術を身につけることが
できる

実践的な技術を身につけることが
できない

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-4
JABEE B-4
教育方法等

概要
機械システムと電子システムに関する発展段階の実験である．
この実験テーマの中には，企業において，電気電子回路の設計と特性測定に関する業務を担当していた１名の教員が
，その経験を生かして，太陽電池回路の特性測定に関して指導する１つの実験テーマが含まれている．

授業の進め方・方法

機械システム系群の実験テーマ
材料学に関する実験，制御セキュリティに関する実験，FFT分析器を用いた振動解析，Hertzの接触応力に関する実験
電子システム系群の実験テーマ
電磁界に関する実験，DCモータのロバスト制御に関する実験，高電圧インパルスの発生・測定・試験，太陽電池の基本
特性の測定と検討

注意点
上記の機械システム系群と電子システム系群から，それぞれ１テーマずつの実験を同時開講する．８テーマのうちから
４テーマを選ぶ．このとき，各群から最低，１テーマを選ばなければならない．実験テーマの選択は，授業の第一週目
に希望をとり，人数調整をおこなって決定する．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 材料学に関する実験（青葉知弥１）
高電圧インパルスの発生と測定（栗本祐司１）

材料学に関する実験の実験概要を説明できる
高電圧インパルスの発生と測定の実験概要を説明でき
る

2週 材料学に関する実験（青葉知弥２）
高電圧インパルスの発生と測定（栗本祐司2）

材料学に関する実験ができる
高電圧インパルスの発生と測定の実験ができる

3週 材料学に関する実験（青葉知弥３）
高電圧インパルスの発生と測定（栗本祐司３）

材料学に関する実験の実験報告書が書ける
高電圧インパルスの発生と測定の実験報告書が書ける

4週 材料学に関する実験（青葉知弥４）
高電圧インパルスの発生と測定（栗本祐司4）

材料学に関する実験の考察ができる
高電圧インパルスの発生と測定の実験を考察できる

5週 歩行動作の計測・解析（歸山智治１）
DCモータのロバスト制御に関する実験（浅野洋介１）

歩行動作の計測・解析の実験概要を説明できる
DCモータのロバスト制御に関する実験概要を説明でき
る

6週 歩行動作の計測・解析（歸山智治２）
DCモータのロバスト制御に関する実験（浅野洋介２）

歩行動作の計測・解析の実験ができる
DCモータのロバスト制御に関する実験ができる

7週 歩行動作の計測・解析（歸山智治３）
DCモータのロバスト制御に関する実験（浅野洋介３）

歩行動作の計測・解析の実験報告書が書ける
DCモータのロバスト制御に関する実験報告書が書ける

8週 歩行動作の計測・解析（歸山智治４）
DCモータのロバスト制御に関する実験（浅野洋介４）

歩行動作の計測・解析の実験の考察ができる
DCモータのロバスト制御に関する実験を考察できる

4thQ

9週 FFT分析器を用いた振動解析（板垣貴喜１）
マイクロ波に関する実験（大野貴信１）

FFT分析器を用いた振動解析の実験概要を説明できる
マイクロ波に関する測定の概要を説明できる

10週 FFT分析器を用いた振動解析（板垣貴喜２）
マイクロ波に関する実験（大野貴信２）

FFT分析器を用いた振動解析の実験ができる
マイクロ波に関する測定ができる

11週 FFT分析器を用いた振動解析（板垣貴喜３）
マイクロ波に関する実験（大野貴信３）

FFT分析器を用いた振動解析の実験報告書が書ける
マイクロ波の測定に関する実験報告書が書ける

12週 FFT分析器を用いた振動解析（板垣貴喜４）
マイクロ波に関する実験（大野貴信４）

FFT分析器を用いた振動解析の実験の考察ができる
マイクロ波の測定に関する考察ができる

13週 Hertzの接触応力に関する実験（高橋美喜男１）
太陽電池の基本特性の測定と検討（岡本保１）

Hertzの接触応力に関する実験概要を説明できる
太陽電池の基本特性の測定と検討の実験概要を説明で
きる

14週 Hertzの接触応力に関する実験（高橋美喜男２）
太陽電池の基本特性の測定と検討（岡本保２）

Hertzの接触応力に関する実験ができる
太陽電池の基本特性の測定と検討の実験ができる

15週 Hertzの接触応力に関する実験（高橋美喜男３）
太陽電池の基本特性の測定と検討（岡本保３）

Hertzの接触応力に関する実験報告書が書ける
太陽電池の基本特性の測定と検討の実験報告書が書け
る

16週 Hertzの接触応力に関する実験（高橋美喜男４）
太陽電池の基本特性の測定と検討（岡本保４）

Hertzの接触応力に関する実験の考察ができる
太陽電池の基本特性の測定と検討の実験を考察できる



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ 報告書 その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 100 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 特別演習I
科目基礎情報
科目番号 A2101 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習（オムニバス形式） 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 若葉 陽一,石出 忠輝,板垣 貴喜,高橋 美喜男
到達目標
１．本科・専攻科で学んだ専門知識の理解を深め，専門性の高い課題の問題処理ができる．
２．演習問題を論理立てて解答し，レポートとしてまとめることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
本科・専攻科で学んだ専門知識の
理解を深め，専門性の高い課題の
問題処理が的確にできる．

本科・専攻科で学んだ専門知識の
理解を深め，専門性の高い課題の
問題処理ができる．

専門性の高い課題の問題処理がで
きない．

評価項目2
演習問題を論理立てて解答し，レ
ポートとしてまとめることができ
る．

演習問題に解答し，レポートとし
てまとめることができる．

演習問題に解答できない，もしく
は，レポートとしてまとめること
ができない．

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等
概要 本科・専攻科で学んだ専門知識の理解を深め，専門性の高い課題の問題処理ができる．

演習問題を論理立てて解答し，レポートとしてまとめることができる．

授業の進め方・方法 担当教員・分野により，ゼミナール形式，講義室での講義形式と形式は様々である．必要に応じて随時レポート提出や
小テストなどの課題がある．

注意点 後期は機械系・電気系に分かれて演習を実施するので，事前に各人の必要に応じて，機械/電気どちらの系を受講するか
担当教員に申請すること．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 微積分（飯田1） 微分に関する問題を解くことができる．
2週 微積分（飯田2） 微分に関する問題を説明することができる．
3週 微積分（飯田3） 積分に関する問題を解くことができる．
4週 微積分（飯田4） 積分に関する問題を説明することができる．
5週 微積分（飯田5） 重積分に関する問題を解くことができる．
6週 微積分（飯田6） 重積分に関する問題を説明することができる．
7週 代数（飯田7） 代数に関する問題を解くことができる．
8週 代数（飯田8） 代数に関する問題を説明することができる．

2ndQ

9週 力学（飯田9） 力学に関する問題を解くことができる．
10週 力学（飯田10） 力学に関する問題を説明することができる．
11週 波・電子・気体（飯田11） 波・電子・気体に関する問題を解くことができる．

12週 波・電子・気体（飯田12） 波・電子・気体に関する問題を説明することができる
．

13週 ばね・光子・波・電子（飯田13） ばね・光子・波・電子に関する問題を解くことができ
る．

14週 ばね・光子・波・電子（飯田14） ばね・光子・波・電子に関する問題を説明することが
できる．

15週 総合演習：期末試験（飯田15） これまでに学習した内容の総合的な問題を解くことが
できる．

16週 総合演習：期末試験返却・解説（飯田16） これまでに学習した内容の総合的な問題を説明するこ
とができる．

後期 3rdQ

1週 機械系：流体力学１（石出忠輝１）
電気系：電気磁気学１（若葉陽一１）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気磁気学の問題が解ける。

2週 機械系：流体力学２（石出忠輝２）
電気系：電気磁気学２（若葉陽一２）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気磁気学の問題が解ける。

3週 機械系：流体力学３（石出忠輝３）
電気系：電気磁気学３（若葉陽一３）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気磁気学の問題が解ける。

4週 機械系：流体力学４（石出忠輝４）
電気系：電気磁気学４（若葉陽一４）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気磁気学の問題が解ける。

5週 機械系：流体力学５（石出忠輝５）
電気系：電気磁気学５（若葉陽一５）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気磁気学の問題が解ける。

6週 機械系：流体力学6（石出忠輝６）
電気系：電気磁気学６（若葉陽一６）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気磁気学の問題が解ける。

7週 機械系：流体力学7（石出忠輝７）
電気系：電気回路１（若葉陽一７）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。



8週 機械系：中間試験（石出忠輝８）
電気系：電気回路２（若葉陽一８）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。

4thQ

9週 機械系：流体力学8（石出忠輝９）
電気系：電気回路３（若葉陽一９）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。

10週 機械系：流体力学9（石出忠輝１０）
電気系：電気回路４（若葉陽一１０）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。

11週 機械系：流体力学10（石出忠輝１１）
電気系：電気回路５（若葉陽一１１）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。

12週 機械系：流体力学11（石出忠輝１２）
電気系：電気回路６（若葉陽一１２）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。

13週 機械系：流体力学12（石出忠輝１３）
電気系：電気回路７（若葉陽一１３）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気回路の問題が解ける。

14週 機械系：流体力学13（石出忠輝１４）
電気系：電子回路１（若葉陽一１４）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電子回路の問題が解ける。

15週 機械系：流体力学14（石出忠輝１５）
電気系：電子回路２（若葉陽一１５）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電子回路の問題が解ける。

16週 機械系：期末試験（石出忠輝１６）
電気系：期末試験（若葉陽一１６）

機械系：流体力学の問題が解ける。
電気系：電気電子系問題を解くことができる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 100 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 可視化情報工学
科目基礎情報
科目番号 A2301 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 指定しない．必要な資料はプリントで配布する．
担当教員 石出 忠輝
到達目標
1.流れの可視化技術について説明でき，流れ場の種類に応じた選択を行う事ができる．
2.代表的な粒子画像流速測定法の計測原理について説明でき，解析アルゴリズムを説明する事ができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
流れの可視化技術について説明で
き，流れ場の種類に応じた選択を
行う事ができる．

流れの可視化技術について説明で
きる． 左記ができない．

評価項目2
代表的な粒子画像流速測定法の計
測原理について説明でき，解析ア
ルゴリズムを説明する事ができる
．

代表的な粒子画像流速測定法の計
測原理について説明できる． 左記ができない．

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等
概要 本授業は，企業で航空機開発の業務を担当していた教員が，その経験を活かし，流体現象を実験的に解明する上で有用

な手法である流れの可視化手法及び粒子画像流速測定法（ＰＩＶ）について，講義形式で授業を行うものである．

授業の進め方・方法 授業は基本的に講義の形式（遠隔授業）をとり，適宜レポートを課す．
授業内容は授業計画に示す通り．

注意点 可視化情報学会のホームページの検索等を通して，可視化画像計測に関する情報を自主的に収集し，理解することが肝
要である．不明な点がないよう各自しっかり復習し，わからなければ随時質問に訪れること．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業
Ｒ６開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 流体計測における先端技術(1) レーザドップラー流速測定法（LDV）の基本原理，研
究経緯について説明できる．

2週 流体計測における先端技術(2) 粒子画像流速測定法（PIV）の基本原理，研究経緯に
ついて説明できる．

3週 流れの可視化技術(1) 流れの可視化の歴史，応用分野の具体例について説明
できる．

4週 流れの可視化技術(2) 流体の種類及び流速範囲による可視化手法の選択方法
について説明できる．

5週 流れの可視化技術(3) 注入トレーサ法による可視化手法について説明できる
．

6週 流れの可視化技術(4) 水素気泡法による可視化手法について説明できる．

7週 流れの可視化技術(5) スモークワイヤ法による可視化手法について説明でき
る．

8週 レポート作成(1) 第7週までに学んだ内容を基にして，各種可視化手法に
ついてのレポートをまとめる事ができる．

2ndQ

9週 粒子画像流速測定法(1) 粒子追跡法の基本アルゴリズムを説明できる．
10週 粒子画像流速測定法(2) 相関法の基本アルゴリズムを説明できる．

11週 粒子画像流速測定法(3) ビデオ信号の種類とデジタル画像への変換手法につい
て説明できる．

12週 粒子画像流速測定法(4) 誤ベクトルの除去手法について説明できる．

13週 粒子画像流速測定法(5) ベクトルデータ欠落領域の補間手法について説明でき
る．

14週 粒子画像流速測定法(6) PIV標準画像によるPIV解析システムの評価方法につい
て説明できる．

15週 レポート作成(2)
第14週までに学んだ内容を基にして，各種PIV解析手
法とその工学的応用についてのレポートをまとめる事
ができる．

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 電気機械エネルギー変換工学
科目基礎情報
科目番号 A2501 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 参考図書＞難波江 ほか「電気学会大学講座　基礎電気機器学」(電気学会)
担当教員 水越 彰仁
到達目標
電気機械エネルギ変換の理論について基礎的ななことを説明できる。
電気回路素子と機械要素の数学的な相似関係について説明できる。
直流機を例として，電気系及び機械系の微分方程式から自動制御手法について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
電気回路素子と機械要素のエネル
ギー蓄積要素に関する数学的な相
似

機械系と電気系の相似関係を数式
で説明出来る

機械系と電気系の相似関係を理解
できる

電気回路素子の基礎的な方程式や
機械要素の基礎的な方程式を理解
できない

磁気回路のエネルギー
磁気回路のエネルギーと電気エネ
ルギーおよび機械エネルギーの関
係を図と式で説明出来る

磁気回路のエネルギーと電気エネ
ルギーおよび機械エネルギーの関
係を図で説明出来る

磁気エネルギーの図を理解できな
い

回転機の電気系及び機械系の微分
方程式

回転機の微分方程式を簡単な電気
回路，機械システムで立式できる

電気系もしくは機械系のどちらか
の運動方程式を立式することがで
きる

簡単な例題で微分方程式を立てる
ことができない

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等

概要
電気と機械との間のエネルギー変換は，簡単なところでは電磁石から電磁弁，アクチュエータ，モーター，発電機まで
多くの場所で利用されている。この電気・機械エネルギーの相互変換に関する理論的な基礎を学習する。
この科目は，電力変換技術及び回転器制御の研究に従事する教員がその知見を活かし，電気エネルギーと機械エネルギ
ーの間のエネルギー変換に関して講義をおこなうものである。

授業の進め方・方法

機械系の要素と，電気系の素子の特性を表現する数式が相似であることを説明し，相互に変換できる事を理解してもら
う。
機械エネルギーと磁気エネルギーの変換に関する一般式を説明し，電気エネルギーと機械エネルギーの変換の関係を説
明する。
解析力学の基礎を説明し，電気系と機械系が混在したシステムを解く事ができることを示す。
この科目は学修単位のため，事後学習としてレポートを課す。

注意点

・機械系の学生は、電気回路や電気磁気学の基礎を理解しておく必要があり、電気系の学生は、機械系の運動方程式を
理解しておく必要がある。
・微分方程式の初等的な知識を用いるため、よく復習しておく必要がある。
・授業90分に対して，90分相当の復習を行う事。
・レポートは24時間（1440分）相当のテーマを課すので，計画的に実施すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
Ｒ６開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業全体の概要と目的 この授業の概要を理解できる

2週 機械要素と電気回路素子の数学的な相似について エネルギー蓄積要素の微分方程式を，電気系と機械系
どちらも理解できる

3週 電気系素子と機械系要素数学的な相似と相互変換につ
いて 簡単な電気回路と機械系システムの相互変換ができる

4週 鉄心入りリアクトルの磁気エネルギー 磁気回路の基礎を理解し，磁気ネルギーの基本的な計
算ができる

5週 磁気エネルギーと磁気随伴エネルギーについて 磁気随伴エネルギーと電気エネルギー，機械エネルギ
ーとの関連を理解できる

6週 機械的変化（プランジャの位置変化）に伴う磁気エネ
ルギーの変化

磁気随伴エネルギーの変化とプランジャに働く力の関
係式を理解できる

7週 例題と演習 ２週から６週までの演習

8週 直流電動機の電気系及び機械系の運動方程式 直流電動機を例として電気系及び機械系の運動方程式
を立式できる

4thQ

9週 電気系及び機械系の伝達関数 電気系及び機械系の運動方程式をラプラス変換し，伝
達関数を導出できる

10週 ボード線図を用いた直流電動機の電気系及び機械系の
特性解析

電気系及び機械系の運動方程式から伝達関数を用いて
制御ブロック図を描ける

11週 直流電動機における電気系の電流自動制御 伝達関数を用いた制御ブロック図より電流の自動制御
手法を理解できる

12週 直流電動機における機械系の速度自動制御 伝達関数を用いた制御ブロック図より速度の自動制御
手法を理解できる

13週
例題解説
（直流モータを例として電気回路と機械システムを解
く）

直流モータを例題とした自動制御手法を理解できる

14週 半導体電力変換装置と電気機械エネルギー変換 半導体電力変換装置と電気機械エネルギー変換の関係
を理解できる



15週 電気機械エネルギー変換の総解説 これまでの内容に関する到達度を確認する
16週

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 高周波回路工学
科目基礎情報
科目番号 A2601 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 指定しない
担当教員 大野 貴信
到達目標
・集中定数回路や分布定数回路を理解し，スタブ回路の機能や各種の伝送線路構造の特長を説明することができる。
・スタブ回路やフィルタの役割と設計理論の基礎を理解し，また，各種高周波回路の機能及び特長を説明することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 電磁波の伝送路と分布定数回路の
基本を説明することができる

電磁波の伝送路と分布定数回路の
基本を理解することができる

電磁波の伝送路と分布定数回路の
基本を理解することができない

評価項目2 スタブ構造に関する計算ができる スタブ構造を理解することができ
る

スタブ構造を理解することができ
ない

評価項目3 伝送線路構造の特長を説明するこ
とができる

伝送線路構造の基本を理解するこ
とができる

伝送線路構造を理解することがで
きない

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-2
JABEE B-2
教育方法等

概要
・電磁波の伝送路と分布定数回路の基本を学び、反射係数，入力インピーダンス，スタブ構造について理解する
・各種の伝送線路構造を理解する
・各種の高周波回路の特長を理解する

授業の進め方・方法
座学と演習を組み合わせて授業を進める。この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習として内容確認の課題を出
す。
授業内容は分布定数線路理論と高周波回路の説明を中心に取り扱う。
試験前には課題の提出を求める。

注意点
分布定数回路で扱うため，回路表現は集中定数回路の考え方と大きく異なることを理解しなければならない。反射係数
による表現と線路長によるインピーダンスの表現などは考え方を理解しなければならない。また，電磁波の基礎知識は
必須であるといえる。したがって，電磁気学を復習して講義に望んで欲しい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
Ｒ５開講
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電磁波の基礎と電波の分類 周波数，波長，分類を把握する
2週 通信ネットワーク NFC，Wi-Fi，LTE，5G，LPWAについて理解する
3週 電波伝搬 地上波伝搬，対流圏伝搬について理解する
4週 分布定数回路の基礎1 電信方程式について理解する（MCC）
5週 分布定数回路の基礎2 伝搬定数について理解する
6週 進行波 進行波について理解する
7週 無損失線路 無損失線路の電圧と電流について理解する
8週 電力 伝送電力について理解する

2ndQ

9週 分布定数回路1 特性インピーダンス，電圧，電流について理解する
（MCC）

10週 分布定数回路2 伝送電力，入力インピーダンスについて理解する
11週 スタブ回路 オープンスタブ，ショートスタブについて理解する
12週 整合 スタブによる回路の整合について理解する
13週 定在波比 電圧定在波比について理解する
14週 損失線路 損失を考慮した線路について理解する
15週 期末試験
16週 期末試験の復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
専門的能力 80 20 100



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 技術英語I
科目基礎情報
科目番号 K0101 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 『Fundamental Science in English Ⅱ（Workbook付属）』成美堂, 2019年／『COCET 2600 理工系学生のための必
修英単語2600』成美堂, 2012年

担当教員 福士 智哉
到達目標
・科学技術に関する英文で典型的に用いられる基本表現を理解し, 活用できるようになる.
・科学技術に関する英文で使用頻度が高い数字, 数量, 単位等に関する表現を理解し, 活用できるようになる.
・科学技術に関する比較的難解な英文内容を理解するための読解能力を身に付ける.
・科学技術に関する英文の要約ができるようになる.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 Technical term の語彙力が技術英
検1級程度

Technical term の語彙力が技術英
検2級程度

Technical term の語彙力が技術英
検2級程度以下

評価項目2 科学技術的知識に基づく技術英語
文献の和訳ができる

科学技術的知識に基づく技術英語
文献の内容を概ね理解できる

科学技術的知識に基づく技術英語
文献の内容を理解できない

評価項目3 技術英検1級程度の問題が解ける 技術英検2級程度の問題が解ける 技術英検2級程度の問題が解けない
学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 C-3
JABEE C-3
教育方法等
概要 ・正確な読解力をさらに強化するため, 準学士過程で学習した内容を復習および習得済みであることを前提とする.

・技術英検1級に合格できる能力を身に付けることを主たる目標とする.

授業の進め方・方法
・正確な読解力を養うため, 各Lessonにつき演習形式で授業を進める（ある程度の予習を必要とする）.
・技術英検1級を対象とした資格試験取得（TOEIC Listening ＆ Reading Testも含む）に向けた演習を適宜行う.
・英文要約の技術向上のための演習も適宜行う予定である（時間的に上記の内容よりも回数が限られる）.

注意点 ・中間試験, および定期試験を実施し, それぞれの試験成績の合計（中間試験40％, 定期試験40％）を80％, 課題の成績
を20％として評価する.

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
ガイダンス
LESSON 3 Force Part 1, 2
技術英検1-2級問題演習

Speed, Velocity and Acceleration, Mass and
Forcesに関する語彙・英文を理解する.
技術英検1-2級の解法への方法論を理解し, 独力で演習
を行う.

2週 LESSON 3 Force Part 3
技術英検1-2級問題演習

Gravityに関する語彙・英文を理解する.
技術英検1-2級の解法への方法論を理解し, 独力で演習
を行う

3週 LESSON 6 Earthquake Part 1, 2
TOEIC Reading演習

Measurement of Earthquakes, P-waves and S-
wavesに関する語彙・英文を理解する.
TOEIC Readingの解法への方法論を理解し, 独力で演
習を行う.

4週 LESSON 6 Earthquake Part 3, 4
TOEIC Reading演習

Earthquake Information, The Ring of Fireに関する
語彙・英文を理解する.
TOEIC Readingの解法への方法論を理解し, 独力で演
習を行う.

5週 LESSON 9 Chemical Reactions Part 1, 2
技術英検1-2級問題演習

Combination and Decomposition, Oxidation and
Reductionに関する語彙・英文を理解する.
技術英検1-2級の解法への方法論を理解し, 独力で演習
を行う.

6週 LESSON 9 Chemical Reactions Part 3
技術英検1-2級問題演習

Oxidizing Agents and Reducing Agentsに関する語
彙・英文を理解する.
技術英検1-2級の解法への方法論を理解し, 独力で演習
を行う.

7週 英作文, 英文要約演習 英作文, 英文要約の技術を向上させる.
8週 中間試験

4thQ

9週 LESSON 5 Waves Part 1, 2
TOEIC Reading演習

Types and Waves, Properties of Wavesに関する語
彙・英文を理解する.
TOEIC Readingの解法への方法論を理解し, 独力で演
習を行う.

10週 LESSON 5 Waves Part 3, 4
TOEIC Reading演習

Doppler Effect, Light Wavesに関する語彙・英文を理
解する.
TOEIC Readingの解法への方法論を理解し, 独力で演
習を行う.

11週 LESSON 7 Electromagnetism Part 1, 2
技術英検1-2級問題演習

Magnetic Field, Electromagnetic Forceに関する語彙
・英文を理解する.
技術英検1-2級の解法への方法論を理解し, 独力で演習
を行う.



12週 LESSON 7 Electromagnetism Part 3
技術英検1-2級問題演習

Electromagnetic Inductionに関する語彙・英文を理
解する.
技術英検1-2級の解法への方法論を理解し, 独力で演習
を行う.

13週 LESSON 10 Weather Part 1, 2
TOEIC Reading演習

Water Vapor, Foehn Phenomenonに関する語彙・英
文を理解する.
TOEIC Readingの解法への方法論を理解し, 独力で演
習を行う.

14週 LESSON 10 Weather Part 3
TOEIC Reading演習

Windに関する語彙・英文を理解する.
TOEIC Readingの解法への方法論を理解し, 独力で演
習を行う.

15週 英作文, 英文要約演習 英作文, 英文要約の技術を向上させる.
16週 定期試験

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 環境工学通論
科目基礎情報
科目番号 K0201 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 使用せず
担当教員 上村 繁樹
到達目標
・地球環境問題の現状の概略を説明できる
・地球環境問題の解決に向けての技術者としての役割を考察できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 地球環境問題の現状の概略を説明
できる

地球環境問題の現状の概略をある
程度説明できる 理解していない

評価項目2 地球環境問題の解決に向けての技
術者としての役割を考察できる

地球環境問題の解決に向けての技
術者としての役割をある程度考察
できる

理解していない

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 A-2
JABEE A-2
教育方法等

概要
地球環境問題についての理解を深め、各専門分野における技術者として、その問題解決に取り組めるようになる。本科
目は、企業で環境市場調査の業務を担当していた教員が，その経験を活かし，環境問題について講義形式で授業を行う
ものである。

授業の進め方・方法 パワーポイントによる講義方式

注意点 この講議では経済学や社会学の知識を要するので、それらの科目をよく復習することが肝要である。また新聞やニュー
スを通じて現在の環境問題に関する情報を収集しておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 地球環境問題の概要１ 地球温暖化の概要を理解する(MCC)
2週 地球環境問題の概要２ 地球温暖化の概要を理解する(MCC)
3週 地球環境問題の概要３ 地球温暖化の概要を理解する(MCC)
4週 地球環境問題の概要４ 地球温暖化の概要を理解する(MCC)
5週 地球環境問題の概要５ オゾン層の破壊を理解する(MCC)
6週 地球環境問題の概要６ オゾン層の破壊を理解する(MCC)
7週 地球環境問題の概要７ 酸性雨について理解する(MCC)
8週 地球環境問題の概要８ 酸性雨について理解する(MCC)

4thQ

9週 地球環境問題の概要９ 熱帯雨林の減少について理解する(MCC)
10週 地球環境問題の概要10 熱帯雨林の減少について理解する(MCC)
11週 地球環境問題の概要11 砂漠化について理解する(MCC)
12週 地球環境問題の概要12 野生生物種の減少について理解する(MCC)
13週 地球環境問題の概要13 野生生物種の減少について理解する(MCC)
14週 地球環境問題の概要14 海洋汚染について理解する(MCC)
15週 地球環境問題の概要15 人口問題について理解する(MCC)
16週 地球環境問題の概要16 開発途上国の公害問題について理解する(MCC)

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 40 0 40
専門的能力 0 0 0 0 20 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 40 0 40



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 応用数学特論
科目基礎情報
科目番号 K0301 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材
担当教員が作成した教科書（PDF）を無償配布する。ただし、個人的使用を除いて複製再配布を一切禁じる。
参考図書：線形代数学　初歩からジョルダン標準形へ（三宅敏恒、培風館、ISBN:978-4563003814）
　　　　　Introduction to Linear Algebra (Serge Lang, Springer, ISBN:978-1461270027)
　　　　　Linear Algebra (Serge Lang, Springer, ISBN:978-0387964126)

担当教員 関口 昌由
到達目標
線形空間、基底と次元、線形写像、表現行列、固有空間、ジョルダン標準形に関する諸概念を理解し、標準的な問題を解くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
線形空間、基底と次元

様々な線形空間に対し、適当な基
底を定められ、次元と任意のベク
トルの成分表示を求められる。基
底を正規直交化できる。

所与の線形空間の基底に対する任
意のベクトルの成分表示を求めら
れる。

所与の線形空間の基底に対する任
意のベクトルの成分表示を求めら
れない。

評価項目2
線形写像と表現行列

所与の線形写像を表現する行列を
求めることができる。基底の交換
に対応して表現行列を変換できる
。

所与の線形写像を表現する行列を
求めることができる。

所与の線形写像を表現する行列を
求めることができない。

評価項目3
固有空間とジョルダン標準形

最小多項式と一般固有空間を求め
ることができる。３次のジョルダ
ン標準形を求めることができる。

最小多項式を求めることができる
。２次、３次のジョルダン標準形
を求めることができる。

２次のジョルダン標準形を求める
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-1
JABEE B-1
教育方法等

概要

専攻科入学前に学んだ線形代数をさらに発展させたベクトル空間論を学ぶ。すなわち、ベクトル空間、基底、次元、線
形写像、階数、表現行列、固有値、固有空間、最小多項式を通して、対角化やジョルダン標準形の計算方法、その応用
（行列のべき乗、行列指数関数）を学ぶ。授業、課題や試験では、主として英語を用いる。日本語を使うこともある。
この科目は学修単位科目のため、授業90分に対して教科書や配付プリントなどで予習・復習を合わせて180分以上行う
こと。

授業の進め方・方法
(1) 前回までの理解・定着度の確認テスト：授業中の15分程度（Review Quiz）、出席状況を把握するために利用する
。単に教室に存在しているだけでは出席と見なされない。
(2) 当日分の解説と質疑応答：　　　　　　授業中の75分程度
(3) 当日分の理解を定着させるための宿題：授業後の90分程度（Homework）、成績評価に反映させる。

注意点

内容の理解と定着のため、教科書の熟読と問題演習に主体的に取り組むことが必要である。また、自ら関連図書を図書
館等で検索し熟読するべきである。
内容が抽象的であるが、それを理由に学習を忌避してはならない。むしろ抽象的であることは、応用可能性が高い、こ
とを意味する。意欲的に取り組んでほしい。
教員自作の英文教科書を使用する。重要な単語には和訳をつけてあり、巻末の付録にその解説を掲載してあるので、自
学自習で用いられたい（90分以上）。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、
本科の線形代数の復習（１）

空間直線・平面のベクトル方程式を求められる。連立
一次方程式を解ける。線形写像による直線や平面の像
を求められる。

2週 代数学的基礎（群、体、ベクトル空間）と例示 与えられた集合が群、体、ベクトル空間かどうか判定
できる

3週 線形独立、基底、次元 与えられたベクトル空間の基底と次元を求めることが
できる。

4週 部分空間、ベクトル空間の和、直和分解、補空間
ベクトル空間の和を求めることができる。ベクトル空
間を直和分解できる。部分空間の補空間を求めること
ができる。

5週 線形写像と線形変換 線形写像や線形変換における射影、拡大縮小、回転を
例示できる。

6週 基底変換、線形写像の表現行列 与えられた線形写像の表現行列を求めることができる
。

7週 線形写像の像、核、および次元定理 線形写像の像空間、核空間を求めることができる。
8週 中間試験 第7週までの範囲

4thQ

9週 本科の線形代数の復習（２）
固有値、固有ベクトルを求め、対称行列を直交行列で
対角化し、2次曲線を標準化し、概形を描くことができ
る。

10週 内積の公理と色々なベクトル空間の内積 内積の公理的定義に基づき、色々なベクトル空間にお
けるノルムを求められる。

11週 エルミート行列とユニタリ行列 エルミート行列をユニタリ行列で対角化できる。
12週 一般固有空間とジョルダン標準形 ２次次正方行列のジョルダン標準形を求められる。



13週 対角化可能性とジョルダン標準形 最小多項式を用いて、３次正方行列のジョルダン標準
形を求められる。

14週 ジョルダン標準形の応用 対角化できない行列のべき乗、行列指数関数を求めら
れる。

15週 定期試験 第9週から第14週までの範囲

16週 答案返却、試験問題解説、補足事項 ベクトル空間における平行体の面積・体積の線形変換
とヤコビアン

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 宿題 その他 合計

総合評価割合 86 0 0 0 14 0 100
基礎的能力 86 0 0 0 14 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 応用物理特論
科目基礎情報
科目番号 K0401 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 参考図書：放射線概論　飯田博美編（閲覧希望者は担当教員まで申し出ること）
担当教員 高谷 博史
到達目標
・ 特殊相対性理論、前期量子論、原子、原子核の構造を理解し説明できる。
・ 放射性壊変、核反応について説明できる。
・ 荷電粒子、光子、中性子と物質との相互作用について理解し説明できる。
・ 様々な放射線検出器の原理を理解し、説明できる。
・ 計数値の統計について理解し、誤差も含めて測定値の評価ができる。
・ 放射線の人体に対する影響の外観を理解できる。
・ 放射線防護の基本について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 放射線物理学の基本的な部分を説
明し、問題を解くことが出来る。

放射線物理学の基本的な部分を説
明出来る。

放射線物理学の基本的な部分を説
明出来ない。

評価項目2
放射線計測や測定器の基本的な部
分を説明し、問題を解くことが出
来る。

放射線計測や測定器の基本的な部
分を説明出来る。

放射線計測や測定器の基本的な部
分を説明出来ない。

評価項目3
放射線の人体に対する影響や放射
線防護の基本的な部分を説明し、
問題を解くことが出来る。

放射線の人体に対する影響や放射
線防護の基本的な部分を説明出来
る。

放射線の人体に対する影響や放射
線防護の基本的な部分を説明出来
ない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-1
JABEE B-1
教育方法等

概要
放射線物理学を中心に、放射線についての基本的なことについて学ぶ。本講義の内容は、第2種放射線取扱主任者免許状
を取得するための放射線取扱主任者試験の筆記試験に出題される、物理学や化学、生物学、実務に関する分野の基本部
分に対応している。この分野における基本的な問題が解けるようになることを目標とする。

授業の進め方・方法 授業は、資料プリントを用いた講義形式が中心となるが、放射線測定のテーマでは実際に測定器を用いた実験も行う。
また、この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習として基本的な演習問題をおこなう。

注意点
放射線は目に見えないが、常に現象をイメージすること。放射線取扱い主任者第2種試験の物理学や化学、生物学、実務
に関する分野の基本部分に対応しているので、将来を見据え正しい放射線の知識を身に着けるように取り組み、わから
ないことは随時質問に来ること。
授業90分に対して補助教科書や配布プリントを活用して90分以上の予習・復習を行うこと．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス

2週 特殊相対性理論、前期量子論 粒子・光子の運動量・エネルギー　物質波　単位につ
いて理解し、基本的な問題が解ける。

3週 原子、原子核の構造 原子模型　励起と電離　結合エネルギーについて理解
し、基本的な問題が解ける。

4週 放射性壊変、核反応1 α壊変　β壊変　γ壊変　エネルギー準位について理解
し、基本的な問題が解ける。

5週 放射性壊変、核反応2 放射平衡について理解し、基本的な問題が解ける。

6週 放射線と物質の相互作用1 電子,荷電粒子と物質の相互作用について理解し、基本
的な問題が解ける。

7週 放射線と物質の相互作用2 光子・中性子と物質の相互作用について理解し、基本
的な問題が解ける。

8週 中間レポート

2ndQ

9週 放射線検出器1 気体の検出器について理解し、基本的な問題が解ける
。

10週 放射線検出器2 固体の検出器について理解し、基本的な問題が解ける
。

11週 放射線計測、計数値の統計 放射線計測の仕組みを理解し、基本的な計数値の統計
処理ができる。

12週 放射線の人体に対する影響１ 放射線の人体に対する影響の外観について理解し、基
本的な問題が解ける。

13週 放射線の人体に対する影響２ 放射線の人体に対する影響の外観について理解し、基
本的な問題が解ける。

14週 放射線防護 放射線防護の基本について理解し、基本的な問題が解
ける。

15週 期末試験
16週 まとめ

評価割合



試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 応用化学特論
科目基礎情報
科目番号 K0501 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 必要に応じて資料を配付
担当教員 栁下 聡介
到達目標
身の回りの物質は全て原子や分子でできており，私たちの体の中で起きている現象も，これらの物質の相互作用の結果である。
この授業では生体分子を題材とし，それらの間で起きる相互作用が，私たちの体の機能の維持にどのような影響を与えているのかを理解するこ
とを目標とする。
主に生化学，生理学，薬理学に関する内容を扱い，化学における現象の理解が，どのように生命現象の理解に応用されているのかを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 各種分析手法の原理について，詳
細に説明できる。

各種分析手法の原理について，概
要を説明できる。

各種分析手法の原理について，説
明できない。

評価項目2 生体分子の相互作用について，詳
細に説明できる。

生体分子の相互作用について，概
要を説明できる。

生体分子の相互作用について，説
明できない。

評価項目3
生体分子の相互作用を調節するメ
カニズムについて，詳細に説明で
きる。

生体分子の相互作用を調節するメ
カニズムについて，概要を説明で
きる。

生体分子の相互作用を調節するメ
カニズムについて，説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-1
JABEE B-1
教育方法等
概要 パワーポイントを用いて講義を行う。

授業の進め方・方法 生化学，生理学，薬理学に関する内容を扱い，化学における現象の理解が，どのように生命現象の理解に応用されてい
るのかを主に解説する。

注意点 授業時間内で取り扱う内容に対して，より深い理解が望まれる。授業90分に対して90分以上復習を行うこと。
この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習としてレポート等を課すことがある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
2週 薬理学入門 薬理学の基本概念について説明できる。

3週 神経細胞
神経細胞の興奮の原理を，イオンを用いて説明できる
。
シナプス伝達について説明できる。

4週 中枢神経作用薬① 中枢神経作用薬について説明できる。

5週 中枢神経作用薬②
末梢神経作用薬①

中枢神経作用薬，末梢神経作用薬について説明できる
。

6週 末梢神経作用薬② 末梢神経作用薬について説明できる。
7週 抗感染症薬，消毒薬 抗感染症薬，消毒薬について説明できる。
8週 呼吸器系の生理学 呼吸器系の作動原理について説明できる

2ndQ

9週 呼吸器系作用薬 呼吸器系作用薬について理解できる。
10週 消化器系の生化学，生理学 消化器系で起きている化学反応について説明できる。
11週 消化器系作用薬 消化器系作用薬について説明できる。
12週 代謝系作用薬，抗がん剤 代謝系作用薬，抗がん剤について理解できる。
13週 補足，まとめ
14週 定期試験
15週 試験返却
16週

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 回路工学
科目基礎情報
科目番号 K0801 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 参考図書を提示
担当教員 浅野 洋介
到達目標
１．回路素子の特徴が説明でき，簡単な回路の計算ができる。
２．増幅回路の動作が説明でき，基本的な増幅回路の計算ができる。
３．演算増幅器の概要が説明でき，基本回路の設計や簡単な応用回路の計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

電気回路 電気回路素子の特徴が説明でき
，簡単な回路の計算ができる。

電気回路素子の概要が説明でき
，簡単な回路の計算ができる。

電気回路素子の特徴が説明できな
い。

電子回路 電子回路素子の特徴が説明でき
，簡単な回路の計算ができる。

電子回路素子の概要が説明でき
，簡単な回路の計算ができる。

電子回路素子の特徴が説明できな
い。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-3
JABEE B-3
教育方法等

概要
3専攻共通科目である。
電子回路に代表される回路技術は，全ての工学分野において，計測などを中心に欠かせない基本技術として重要な位置
にある。
ここでは，回路素子や回路計算のを中心に基礎と応用について学習する。

授業の進め方・方法
授業方法は講義を中心とし、随時演習を取り入れる。
事後(または事前)学習としてレポートを課す。
回路計算のコンピュータシミュレーションを行う。

注意点 １．回路特有の考え方に慣れるために，関連した雑誌等を通読することが有効である。
２．問題を解くためにも，簡単な関数電卓の準備が必要である。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 電気回路と電子回路の違いを説明できる
2週 直流回路 抵抗の概要と実際を説明できる
3週 直流回路の諸定理 簡単な電気回路の計算ができる
4週 インピーダンス インピーダンスの概念が説明できる
5週 複素数と交流回路解析 複素数を用いて交流回路解析の計算ができる
6週 複素数と交流回路解析 複素数を用いて交流回路解析の計算ができる
7週 共振 電気回路における共振現象が説明できる
8週 中間試験

2ndQ

9週 ダイオードとトランジスタ ダイオードとトランジスタの動作原理が説明できる。
10週 電気・電子回路応用 電気・電子回路応用について説明できる。
11週 オペアンプ オペアンプによる増幅回路の計算ができる．
12週 オペアンプ オペアンプによる応用回路の動作原理が理解できる
13週 回路シミュレーション 回路シミュレータを用いて回路解析ができる
14週 総合演習 電気・電子回路の計算ができる
15週 期末試験
16週 まとめ 電気・電子回路の計算ができる。

評価割合
試験 レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 授業課題 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 70 10 0 0 0 0 0 0 80
専門的能力 10 10 0 0 0 0 0 0 20
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 コンピュータ科学
科目基礎情報
科目番号 K1901 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義（オムニバス形式） 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 稲垣耕作著『理工系のコンピュータ基礎学』コロナ社、2006年、2520円(税込)
担当教員 丸山 真佐夫,和﨑 浩幸
到達目標
コンピュータのソフトウェアとハードウェア、情報通信の原理、構成等を幅広く理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

コンピュータハードウェアの構成 コンピュータのハードウェアの構
成について詳細に説明ができる。

コンピュータのハードウェアの概
要を理解し、基本的な構成につい
て説明ができる。

コンピュータの基本的な構成につ
いて説明ができない。

コンピュータソフトウェアの構成
コンピュータのソフトウェアのの
構成について詳細に説明ができる
。

コンピュータのソフトウェアの概
要について理解し、その基本的な
構成について説明ができる。

コンピュータのソフトウェアの基
本的な構成について説明ができな
い。

オペレーティングシステムの機能
と構成

コンピュータシステムの処理形態
やオペレーティングシステムの機
能について詳細に説明できる。

コンピュータシステムの処理形態
やオペレーティングシステムの機
能について理解し、その基本的な
仕組みなどについて説明できる。

 コンピュータシステムの処理形態
やオペレーティングシステムの基
本的な仕組みなどについて説明で
きない。

情報通信の基本的な仕組み
情報通信の概要を理解し、その基
本的な仕組みについて詳細に説明
できる。

情報通信の概要を理解し、その基
本的な仕組みについて説明できる
。

情報通信の概要を理解できない、
またはその基本的な仕組みについ
て説明できない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-3
JABEE B-3
教育方法等

概要
この科目は企業で計算機のシステム設計開発を担当していた教員が、その経験を活かし、コンピュータの基礎技術につ
いて、講義形式で授業を行うものである。
講義を通じて、コンピュータのソフトウェアとハードウェア、情報通信について歴史、原理、構成等を学習する。

授業の進め方・方法 一つのトピックについて１～２回程度の講義を実施する。講義の中では、随時小演習を行う。【オムニバス】

注意点 コンピュータの情報処理について広く解説を行うので、部分的な問題にとらわれすぎずにシステム全体としての構成や
振る舞いについて、繋がりをもって理解するように心がけること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 コンピュータ処理の開発の歴史(1)　
（丸山　真佐夫1）

コンピュータ開発に至る歴史、コンピュータの世代、
性能向上の過程について説明できる。

2週 CPU・計算機システムの構成、命令セットと機械語(1)
（丸山　真佐夫2）

プログラム内蔵方式コンピュータの基本構成と動作原
理を説明できる。

3週 CPU・計算機システムの構成、命令セットと機械語(2)
（丸山　真佐夫3）

命令セットアーキテクチャの意味、RISCとCISCの違
いについて説明できる。

4週 情報量と2進数による数表現
（和﨑　浩幸1）

情報量の定義を説明でき、固定小数点・浮動小数点の
表現が理解できる。

5週 ブール代数と基本論理演算、論理回路
（和﨑　浩幸2）

ブール代数による論理積・論理和・論理否定の混じっ
た簡単な計算ができる。論理回路を実現するための回
路動作の基本が理解できる。

6週 組み合わせ回路の設計、順序回路と状態モデル
（和﨑　浩幸3）

真理値表から論理式を求めることができる。また、順
序回路について状態遷移図で状態を表すことが理解で
きる。

7週 ハードウェアシステムの構成と概要
（和﨑　浩幸4）

コンピュータシステムを構成するハードウェアの概要
について、説明できる。チューリングマシンの概要に
ついて説明できる。

8週 中間試験を実施する。

4thQ

9週 オペレーティングシステムの概要、情報処理の形態
（和﨑　浩幸5）

オペレーティングシステムの基本的な役割について、
説明できる。代表的な処理形態について、説明できる
。

10週 通信プロトコル、コンピュータネットワークの構成
（和﨑　浩幸6）

ネットワークの形状や規模について理解し、インター
ネットの概要を説明できる。ネットワークプロトコル
の階層構造が理解できる。

11週 アルゴリズムと計算量
（丸山　真佐夫4）

代表的なソートアルゴリズムの手順と計算量を説明で
きる。O記法の意味を説明できる。

12週 高級言語とプログラムの構成
（丸山　真佐夫5）

プログラミング言語の歴史、プログラミングモデルと
各モデルの代表的な言語を説明できる。

13週 コンパイラの仕組み(1)
（丸山　真佐夫6） 典型的なコンパイラの構成を説明できる。

14週 コンパイラの仕組み(2)
（丸山　真佐夫7）

演算子順位文法による式の解析手順を理解し実行でき
る。

15週 期末試験を実施する。



16週 必要に応じて補講を行う。
評価割合

試験 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 90 90
応用的能力 10 10



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 材料学通論
科目基礎情報
科目番号 K2201 科目区分 専門 / 必修選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 黒田大介編著「機械・金属材料学」実教出版　3,190(税10%込)
担当教員 青葉 知弥
到達目標
固体の結晶構造、格子欠陥、強化機構など材料学の基礎事項を簡単に説明できる。
簡単な模式的平衡状態図を読むことができる。転位の定義およびはたらきを簡単に説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
固体の構造、格子欠陥、拡散、転
位の定義・はたらき、強化機構 相互の関係まで説明できる。 それぞれを簡単に説明できる。 定義を説明できない。

平衡状態図の読み方、Fe-C系平衡
状態図

材料の製造工程や部品の使用環境
において、材料のとる相を状態図
から予測することができる。

指示された組成および温度におけ
る平衡相およびそれが混合相の場
合はそれぞれの相の溶質濃度およ
び体積分率を答えることができる
。

全率固溶体型状態図、共晶（共析
）型状態図、包晶（包析）型状態
図を正しく読むことができない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 B-3
JABEE B-3
教育方法等

概要
機械を設計するには、部品に適した材料を選択できなければならない。また、機械をメンテナンスするには、部品に使
われている材料が使用環境から受ける影響や経時変化を知っていなければならない。これらに必要な材料学の基礎的な
知識を学ぶ。予備知識として高校の化学、物理および関数の知識が必要である。材料学については何も知らないという
前提で進める。

授業の進め方・方法
【方法】講義、演習を組み合わせる。講義中も積極的に指名して質問を投げかける。
【内容】
固体の構造、格子欠陥、強化機構など材料学の基礎事項を概観する。
材料の地図とも言える平衡状態図の読み方を学び、平衡状態図をもとに鉄鋼材料の熱処理を理解する。

注意点 授業90分に対して教科書・参考図書・配布物を活用して180分以上の予習・復習を行うこと
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
2週 金属材料の性質 金属材料の性質を簡単に説明できる。
3週 結晶構造 結晶構造を簡単に説明できる。
4週 格子欠陥 格子欠陥を簡単に説明できる。

5週 金属の塑性変形 金属の塑性変形の機構と、すべり系について説明でき
る。

6週 金属の強化機構 金属の強化機構について簡単に説明できる。

7週 相変態と平衡状態図 相変態の概念を簡単に説明できる。全率固溶体型・共
析型・包析型状態図を読める。

8週 中間試験

4thQ

9週 中間試験の返却と解説

10週 Fe-C系状態図と熱処理 Fe-C系状態図におけるフェライト、オーステナイト、
セメンタイト、パーライトを簡単に説明できる。

11週 鉄鋼材料の製法 鉄鋼材料の製法について簡単に説明できる。

12週 炭素鋼の熱処理１ 炭素鋼を熱処理によって起こる現象について簡単に説
明できる。

13週 炭素鋼の熱処理２ TTT線図とCCT線図について簡単に説明できる。
14週 金属の凝固過程 金属の凝固過程について簡単に説明できる。
15週 定期試験
16週 定期試験の返却と解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 問題解決技法
科目基礎情報
科目番号 K2301 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習（クラス形式） 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 教員作成資料

担当教員 若葉 陽一,大枝 真一,伊藤 裕一,泉 源,関口 明生,上村 繁樹,能城  沙織,青葉 知弥,SAMARATHUNGA WASANTHA,三橋
修

到達目標
・グループエンカウンター、KJ法を理解し実施できる。
・ポスター等を使った効果的なプレゼンテーションができる。
・テーマ選定から問題解決技法の一連の流れを修得する。チームの一員としての責任を自覚し、相互に協力しながら、問題解決にあたり、解決
策を提案できる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ブレーンストーミング グループエンカウンター、KJ法を
理解し実施できる。

グループエンカウンター、KJ法を
理解しある程度実施できる。

グループエンカウンター、KJ法を
理解し実施できない。

プレゼンテーション 効果的なプレゼンテーションがで
きる。

効果的なプレゼンテーションがあ
る程度できる。

効果的なプレゼンテーションがで
きない。

課題解決

テーマ選定から問題解決技法の一
連の流れを修得する。
チームのリーダとしての責任を自
覚し、相互に協力しながら、問題
解決にあたり、解決策を提案でき
る。

テーマ選定から問題解決技法の一
連の流れを修得する。
チームの一員としての責任を自覚
し、相互に協力しながら、問題解
決にあたり、解決策をある程度提
案できる。

テーマ選定から問題解決技法の一
連の流れを修得できない。
チームの一員としての責任を自覚
せず、相互に協力せず、問題解決
にあたらず、解決策を提案できな
い。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 D-1 専攻科課程 D-3
JABEE D-1 JABEE D-3
教育方法等

概要
具体的な地域の問題課題を専攻の枠を超えて、チームを作り企業の方々とのディスカッションにより、問題の本質を探
り、具体的な解決策を提案する。この科目は企業でシステムの設計開発を担当していた教員が、その経験を活かし、シ
ステム開発の設計と実装と評価について、演習形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 ガイダンス、グループエンカウンター演習を実施し、自分と他者の特徴を掴み、KJ法などの問題解決分析手法、アイデ
ア創出の手法を学んだ上で、問題解決のための具体的な演習を行う。最後に報告書をまとめ、発表する。

注意点

・構成的グループエンカウンター法、KJ法等のシステム思考法を学び、チームとしての問題解決演習を実施するため、
特に異分野間を意識した、チーム構成能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、ドキュメント作成能
力が必要となる。
・演習では、様々な場面で出てくる諸問題を準学士課程で培った技術や知識を駆使して、積極的に解決するように心が
けその時々の対処法を記録・整理することが重要である。
・プロジェクト実習では、具体的な課題（条件）に対して、テーマ設定、計画の立案、その条件を克服する解決策の発
見、実施、その考察と発表のための整理が重要である。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、「パーソナルカード作成」と「グループ
エンカウンター」

2週 「ＫＪ法入門」と「ブレーンストーミング」 「ＫＪ法入門」と「ブレーンストーミング」が理解で
きる。

3週 アントレプレナーシップ（起業家精神）に基づいた課
題発見と解決

アントレプレナーシップ（起業家精神）に基づいた課
題発見と解決

4週 問題解決課題提示「企業テーマ」 問題解決課題提示「企業テーマ」が理解できる。

5週 アイデアの仮想工房「企業テーマの解決案」 アイデアの仮想工房「企業テーマの解決案」が提案で
きる。

6週 アイデアの発表会：「企業テーマの解決案の発表」 基本的な解決策が提案できる。
7週 プロジェクト実習(1)　各班ごと プロジェクトの計画ができる。

8週
「プロジェクトアドベンチャー」:身体活動を通したコ
ミュニケーション、
信頼と協力，条件克服による問題解決

チームワークを強化できる。

2ndQ

9週 プロジェクト実習(2)　各班ごと 計画に従い実施できる。
10週 プロジェクト実習(3)　各班ごと 計画に従い実施できる。
11週 プロジェクト実習(4)　各班ごと 計画に従い実施できる。
12週 ロジェクト実習(5)　各班ごと 計画に従い実施できる。

13週 プロジェクト実習(6)　各班ごと
まとめと発表準備 まとめができる。パワーポイント等がまとめられる。

14週 プロジェクト実習発表会(1) 効果的な発表、適切な質疑応答ができる。
15週 プロジェクト実習発表会(2), アンケートほか 効果的な発表、適切な質疑応答ができる。
16週 講評 今後に向けての反省ができる。

評価割合



報告書 発表 合計
総合評価割合 30 70 100
専門的知識 15 35 50
課題解決能力 15 35 50



木更津工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 K2501 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 奥山 彫夢
到達目標
就業経験を通して、仕事の進め方、人とのコミュニケーションを身に付ける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 就業体験をとおして、自らの能力
を高めることができる。

就業体験をとおして、自らの能力
を高めることがある程度できる。

就業体験をとおして、自らの能力
を高めることができない

評価項目2 仕事の進め方を理解することがで
きる。

仕事の進め方を理解することがあ
る程度できる。

仕事の進め方を理解することがで
きない。

評価項目3 人とのコミュニケーション力を身
につけることができる。

人とのコミュニケーション力を身
につけることがある程度できる。

人とのコミュニケーション力を身
につけることができない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程 D-1
JABEE D-1
教育方法等
概要 企業、大学等のインターンシップに応募し、体験する。

授業の進め方・方法 数週間の現場体験をとおして、具体的な課題に取り組むことにより、実地の課題を解決しながら、報告書等まとめる。
最後に、プレゼンテーションを実施する。

注意点 企業や大学の組織の中に入るので、情報漏洩など細心の注意を払うこと。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
2週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
3週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
4週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
5週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
6週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
7週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
8週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。

2ndQ

9週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
10週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
11週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
12週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
13週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
14週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
15週 企業・大学等での実習 実習を理解し、実習を行い、報告書を作成できる。
16週 インターンシップ発表会 インターンシップの内容をプレゼンテーションできる

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 報告書 その他 合計

総合評価割合 0 70 0 0 30 0 100
基礎的能力 0 10 0 0 10 0 20
専門的能力 0 10 0 0 10 0 20
分野横断的能力 0 50 0 0 10 0 60


